
６月伝統 論文 

高橋広行 金谷勉(2020) 

『地場産業・伝統的工芸品産業のマーケティング-fsQCA を用いた分析-』 

 

既存の技術を用いて新しい市場に向けたデザイン性の高い商品を開発する取り組みを通じ

て、より高い成果を上げるための要件についてデータ分析を通じて検討する。データ数は

27。分析手法は QCA(質比較分析。社会現象における事例を複数の特性組み合わせとして捉

え、事例間の類似と差異を体系的に可能にする手法。社会学・政治学・商学の分野で使われ

る)のなかでも fsQCA というもの。 

→結果：「熱意（やる気だけでなく、予算をどのように準備するか）」、「企画提案の程度」の

組み合わせに、「技術力（設備）」が組み合わさると、高い販売実績につながる。 

 

使用された変数は「BtoB」「産地自体の知名度」「熱意」「予算」「技術力（設備）」「生産力」

「素材力」「企画提案の程度」「ブリッジングの距離」「競合の存在」「価格競争力」「メディ

アの露出度」「販路・取引先数」などである。 

 

感想 

伝統産業について分析している論文自体が非常に少なく、最新の年度のものになると殆ど

ないといっても過言ではない。その中、今年の WEST,ISFJ 論文の先行研究として使うこと

のできる数少ない論文のひとつだとは思うが、経済学ではなく経営学的な分類の論文であ

るため、経済学の分析に落とし込むには自分たちがまずマーケティングにおける分析手法

を学ばなければならないと感じた。因子分析のような理解で構わないのか、十分確認が必要

である。また、熱意を測る指標にも少し疑問が残る。 


